
100 

陳
友
諒
の

「
大
漢
」
園
に
つ
い
て

谷

口

規

矩

雄

陳
友
諒
が
元
末
群
雄
中
の
最
強
の
一
人
で
あ
り
、

「
大
漢
」
園
を
建
て
て
朱
元
湾
と
覇
を
競
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
寅
で
あ
る
。
朱

元
建
が
天
下
統

一
事
業
の
過
程
で
最
も
危
険
視
し
た
の
は
、
こ
の
陳
友
諒
の
活
動
で
あ
っ
た
。
彼
は
汚
陽
の
漁
夫
の
子
か
ら
身
を
起
こ
し
、
短

時
日
の
内
に
揚
子
江
中
流
域
に
一
大
勢
力
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
朱
元
環
と
の
角
逐
に
破
れ
、

ま
た
短
時
日
の
中
に
勢
力
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
彼
の
活
動
を
支
え
た
勢
力
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
彼
の
支
配
領
域
は
、
朱
元
障
に
数
倍
す
る

贋
さ
を
持
ち
、
軍
事
力
の
面
で
も
朱
を
凌
ぐ
力
量
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
を
有
数
に
組
織
し
え
ず
、
結
局
朱
元
障
に

敗
北
し
て
し
ま
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
大
漢
」
園
の
限
界
は
何
に
起
因
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
黙
を
中
心
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に
、
元
末
史
に
お
け
る
陳
友
諒
の
活
動
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。①

 

陳
友
諒
の
活
動
を
考
え
る
場
合
、
嘗
初
は
彼
自
身
も
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
徐
需
輝
集
圏
の
活
動
に
つ
い
て
語
ら
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

そ
こ
で
先
ず
、
徐
の

「
天
完
園
」
の
活
動
か
ら
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

徐
寄
輝
が
「
天
完
園
」
を
建
設
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

周
子
旺
等
の
起
事
の
失
敗
を
述
べ
た
の
に
績
け
て
、

明
貫
録
巻
八
、
庚
子
(
至
正
二
十
年
〉
閏
五
月
戊
午
の
僚
に
、
彰
埜
玉
、

腕
城
人
郷
普
勝
。
復
以
其
術
鼓
妖
言
。
調
調
勤
併
下
生
。
嘗
魚
世
主
。
途
起
丘
ハ
魚
範
。
以
霧
輝
相
貌
異
衆
。
乃
推
以
魚
主
。
翠
紅
巾
震
続
。



-
:
:
寄
輝
倦
稿
皇
帝
。
園
競
天
完
。
改
元
治
卒
。
援
斬
水
魚
都
。
以
普
勝
第
太
師
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
徐
蕎
輝
の
奉
兵
、
即
ち
い
わ
ゆ
る
西
系
紅
巾
軍
の
蜂
起
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
有

名
な
も
の
な
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
解
説
す
る
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
天
完
園
」
の
建
園
に
嘗

@
 

っ
て
、
そ
の
貫
質
的
力
と
な
っ
た
の
は
都
普
勝
で
あ
っ
て
、
彼
は
妖
信
彰
壁
玉
の
直
系
の
弟
子
で
あ
り
、
天
完
園
の
最
も
福
要
の
地
位
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

所
で
徐
霧
輝
等
が
至
正
十
一
年
(
一
三
五
一
〉
八
月
に
蜂
起
し
て
以
後
、

そ
の
天
完
閣
の
丞
相
侃
文
俊
が
部
下
の
陳
友
諒
に
殺
害
さ
れ
る
至

正
十
七
年
(
二
二
五
七
)
九
月
ま
で
の
開
、

徐
書
輝
集
圏
の
活
動
に
は

一
つ
の
特
徴
的
な
事
賓
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

明
貫
録
巻
八
、

目リ

記
の
同
僚
に
よ
れ
ば

壬
辰
(
至
正
十
二
年
〉
正
月
。
遣
其
偽
持
丁
普
郎
、
徐
明
達
。
陥
漢
陽
・
輿
園
(
湖
北
省
陽
新
豚
〉
。
普
勝
陥
武
昌
。
曾
法
輿
陥
安
陸
〈
鮮
鍾
豚
)
。

叉
陥
都内
陽
及
中
興
路
ハ
江
陵
豚
)
。
二
月
。
陥
江
州
(
江
西
省
九
江
蘇
)
・
南
康
路
(
星
子
勝
三
分
兵
陥
岳
州
(
湖
南
省
岳
陽
腕
柿
)
・
房
州
(
湖
北
省
房

鯨
)
・
蹄
州
(
称
腸
豚
)
。
三
月
。
遁
欧
普
群
陥
衰
州
(
江
西
省
宜
春
豚
)
。
陶
九
陥
瑞
州
(
高
安
蘇
〉
。
項
普
瑞
陥
鏡
州
(
都
陽
豚
)
・
徽
州
(
欽
豚
〉

・
信
州

(
上
鋭
豚
)
。
閏
三
月
。
遣
陳
普
文
陥
士
口
安
(
江
西
省
吉
安
豚
〉
0

・・:
:
歳
笑
巳
(
至
正
十
三
年
)
元
兵
既
復
其
所
陥
諸
州
路
。

十
月
。
準

兵
討
蕎
輝
於
斬
水
。
大
破
獲
偽
官
四
百
徐
人
。
復
武
昌
・
漢
陽
諸
路
。
害
問
輝
遁
去
。
乙
未
ハ
至
正
十
五
年
)
五
月
。
事
胃
輝
偽
賂
侃
文
俊
。
復

陥
汚
陽
・
中
興
路
。
七
月
。
復
陥
武
昌
・
漢
陽
。
建
国
岳
州
。
丙
申
(
至
正
十
六
年
)
正
月
。
侃
文
俊
建
傑
都
於
漢
陽
。
迎
蕎
輝
居
之
0

・

丁
酉
(
至
正
十
七
年
〉
二
月
。
促
文
俊
陥
峡
州
(
湖
北
省
宜
昌
豚
)
。
破
鹿
車
開
。
明
玉
珍
叉
準
陥
州
(
川
〉
照
明
諸
郡
。
因
援
守
之
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
至
正
十
三
年
頃
ま
で
の
徐
蕎
輝
集
圏
の
活
動
の
過
程
に
お
い
て
は
、
都
並
日
勝
と
並
ん
で
、
丁
普
郎
、

欧
普
鮮
、
項
普
瑞
、
陳
普
文
と
い
っ
た
、
名
前
に
「
普
」
字
の
附
い
た
人
物
が
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
ま
た
丁
度
同
じ
時
、
別

持
の
越
普
勝
も
池
州
(
安
徽
省
貴
池
豚
)
・
太
卒
(
嘗
塗
豚
)
等
の
各
地
を
陥
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
名
前
に
「
普
」
字
の
つ
い
た
人
物
の
事

③
 

蹟
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
が
白
蓮
数
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
相
嘗
明
白
に
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。
前
記
の
人
物
中
、
最
も
有
名
な
の
が
駄
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普
鮮
で
あ
る
。
明
貫
録
巻
十
五
、
甲
辰
(
至
正
二
十
四
年
)
六
月
丁
巳
の
僚
に
よ
れ
ば

(
欧
)
普
群
黄
州
黄
山
岡
(
岡
)
人
。
歳
辛
卯
(
至
正
十
一
年
)
。
従
徐
議
輝
。
以
焼
香
起
兵
魚
元
帥
。
人
種
篤
欧
道
人
。

と
あ
る
。
欧
普
鮮
は
叉
の
名
を
欧
鮮
と
い
い
、
起
兵
嘗
初
か
ら
蕎
輝
に
従
い
、
天
完
園
の
有
力
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

「
焼
香
を
以
っ
て
兵
を

起
し
た
」
と
さ
れ
る
貼
、
ま
た
「
駄
道
人
」
と
稿
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
白
蓮
教
徒
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
至
正
十
三

年
十
二
月
、
江
西
の
亥
州
府
(
宜
春
豚
)
を
陥
れ
、
こ
こ
を
本
擦
と
し
て
か
ら
は
吉
安
や
瑞
州
(
高
安
豚
)
等
各
地
を
攻
略
し
裳
園
公
と
稀
さ
れ

る
に
至
っ
た
。

所
で
こ
の
裳
州
こ
そ
は
、

い
わ
ば
徐
欝
輝
集
園
設
鮮
の
地
と
も
言
う
べ
き
場
所
で
、
彼
等
の
租
師
と
も
言
う
べ
き
彰
壁
玉
や
、

そ
の
弟
子
周

子
旺
等
の
活
動
の
根
接
地
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
地
に
援
っ
て
活
動
し
た
欧
普
鮮
は
、
恐
ら
く
彰
埜
玉
等
の
後
を
継
ぐ
者
と
し
て
、

徐
蛮
骨
輝

集
闘
で
は
重
要
な
位
置
を
占
め
た
に
ち
が
い
な
い
。

@
 

次
に
と
り
上
げ
た
い
の
は
項
普
略
(
瑞
)
で
あ
る
。
彼
に
閲
し
て
は
元
史
巻
四
十
二
、
順
帝
本
紀
、

徐
蕎
輝
偽
特
項
普
略
。
陪
観
州
路
。
途
陥
徽
州
・
信
州
。

と
あ
り
、
ま
た
同
年
秋
七
月
庚
辰
の
僚
に
は

至
正
十
二
年
三
月
甲
子
の
僚
に
、
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鶴
間
(
州
)
・
徽
(
州
)
賊
犯
同
一斗
嶺
開
。
陥
杭
州
路
。

と
あ
り
、
項
普
略
は
至
正
十
二
年
七
月
、
杭
州
を
も
陥
れ
た
の
で
あ
る
。

所
で
報
耕
録
巻
二
十
八
、
「
刑
賞
失
宜
」
と
い
う
候
に
は

至
正
十
二
年
。
歳
壬
辰
秋
。
新
資
徐
露
輝
賊
黛
。
攻
破
畏
嶺
開
。
笹
抵
齢
杭
腕
。
七
月
初
十
日
。
入
杭
州
域
。
偽
帥
項
察
、
楊
蘇
。

慶
寺
。
一
屯
北
開
門
妙
行
寺
。
稿
調
勤
併
出
世
以
惑
衆
0

・
:
:
其
賊
不
殺
不
淫
。
招
民
投
附
者
。
署
姓
名
子
簿
籍
。
府
庫
金
吊
。
悉
輩
以
去
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
前
に
あ
げ
た
元
史
順
帝
本
紀
の
記
事
か
ら
判
断
し
て
、
こ
こ
に
言
う

「
偽
帥
項
察
」
は
、
恐
ら
く
項
普
略
と
み
な
し
て

一
屯
明

間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
粥
動
併
の
出
世
を
稿
え
て
、

以
っ
て
衆
を
惑
」
わ
す
と
い
う
行
動
を
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、



白
蓮
数
徒
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
「
不
殺
不
淫
」
と
い
う
紀
律
あ
る
行
動
を
取
っ
て
い
る
貼
、

ま
た
自
集
園
へ
の
参
加
者
の

名
簿
を
作
製
し
よ
う
と
し
て
い
る
貼
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
統
制
あ
る
組
織
的
活
動
を
指
向
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

間
も
な
く
元
軍
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ヤ

し
か
し
彼
は
こ
の
後

以
上
に
あ
げ
た
二
、
三
の
例
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
徐
欝
輝
集
固
に
あ
っ
て
は
、
名
前
に
「
普
」
字
の
つ
け
ら
れ
た
人
物
が
白
蓮
敬

徒
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
地
方
志
の
記
録
等
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
そ
う
し
た
人
物
の
例
は
更
に
数
が
増

加
す
る
。
崇
頑
瑞
州
府
志
巻
二
十
四
、
鮮
異
志
に
は

元
至
正
十
一
年
。
是
歳
紅
巾
盗
起
。
十
二
年
三
月
。
紅
巾
況
普
天
蝿
郡
城
。
火
三
日
不
絶
。
公
私
蕩
然
。
十
四
年
。
天
完
勝
李
普
成
、

敬
。
援
華
林
山
。
以
寵
本
路
。
十
九
年
春
三
月
。
劉
普
燭
掠
上
高
腕
甚
惨
。

王
普

と
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
同
治
南
康
府
志
巻
十
一
武
備
、
武
事
の
篠
に
は
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至
正
十
二
年
。
斬
黄
冠
由
九
江
。
水
陸
並
至
。
攻
園
龍
輿
(
南
昌
勝
)
。
:
:
:
十
三
年
。
紅
巾
冠
史
普
清
。
率
衆
走
援
雲
居
山
魚
出来穴。⑥
 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
安
徽
南
部
の
徽
州
府
で
も
、
前
に
あ
げ
た
項
普
略
と
そ
の
弟
子
と
考
え
ら
れ
る
項
奴
児
等
が
活
動
し
て
い
た
し
、
さ

@
 

ら
に
湖
北
の
斬
州
方
面
で
は
魯
普
泰
と
い
う
人
物
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
「
普
」
字
の
つ
い
た
人

物
の
み
が
白
蓮
数
徒
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で
、
最
初
に
上
げ
た
明
貫
録
の
記
事
中
に
見
出
さ
れ
る
徐
明
達
、
曾
法
興
、
陶
九
等
も
白
蓮
数
徒

と
し
て
活
動
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
江
西
と
安
徽
南
部
で
は
、
名
前
に
「
普
」
字
の
つ
い
た
人
物
の
活
動
が
目
立
つ
こ
と
は

事
責
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
湖
北
、
江
西
と
並
ん
で
徐
需
輝
集
園
の
活
動
が
最
も
激
し
か
っ
た
湖
南
地
方
は
如
何
な
る
朕
況
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

嘉
靖
長
沙
府
志
巻

一
、
沿
革
の
僚
に
よ
れ
ば

至
正
ハ
閲
)
。
偽
漢
柏
村
陳
友
才
一援
濠
州
(
長
沙
豚
)
。

叉
欧
鮮
援
湖
陽
、
依
照
、
茶
陵
。

劉
貴
清
援
盆
陽
。

易
華
援
湘
郷
。
民
入
山
案
立
長
。
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
至
正
年
聞
の
何
時
の
情
況
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
の
文
に
言
う
駄
鮮
は
前
述
の
欧
普
鮮
に
違
い
な
い
。
と

す
れ
ば
欧
普
鮮
が
江
西
の
衰
州
を
陥
れ
た
の
は
至
正
十
三
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
徐
喜岡
輝
集
圏
の
奉
丘
(
後
、
即
ち
至
正
十

一
年
八
月

以
後
、
十
三
年
十
二
月
ま
で
の
時
期
の
こ
と
と
な
る
。
こ
の
文
は
、
恐
ら
く
徐
氏
集
圏
翠
兵
後
の
ご
く
初
期
の
、
長
沙
を
中
心
と
し
た
湖
南
方

面
の
情
況
を
述
べ
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
但
し
こ
こ
で
は
一
方
ま
た
「
偽
漢
の
賂
」
と
漢
の
園
競
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
陳
友
諒
が

「漢
」
園
を
建
て
た
の
は
も
っ
と
後
で

至
正
二
十
年
(
一
三
六
O
)
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
黙
か
ら
す
れ
ば

こ
の
文
を
徐
氏
集
圏
奉

兵
直
後
の
記
事
と
見
な
す
こ
と
と
は
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
後
世
の
人
が
首
時
の
事
寅
を
記
す
の
に
不
正
確
な
表
現
を
用
い
た
も

の
と
解
し
て
お
け
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
至
正
十
三
年
首
時
に
は
ま
だ
「
漢
」
園
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
嘗
然
で
あ
る
。

そ
の
大
部
分
は
至
正
十
三
年
頃
に
は
徐
爵
輝
集
圏
の
勢
力
下
に
入
っ
て
い
た
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
こ
の
年
の
末
頃
か
ら
態
勢
を
建
て
直
し
た
元
軍
側
の
反
攻
が
開
始
さ
れ
、
事
態
は
大
き
く
饗
化
し
て
い
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
湖
南
地
方
も
、
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反
態
に
輯
じ
た
元
軍
は
至
正
十
三
年
十
月
、
徐
SZ
骨
輝
を
新
水
に
破
り
、
引
績
い
て
武
昌
、
漢
陽
の
各
地
を
奪
回
し
て
レ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に

湖
南
、
江
西
各
地
で
も
元
軍
の
反
攻
が
強
化
さ
れ
、
徐
氏
集
圏
の
力
は
念
速
に
後
退
す
る
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
類
勢
を
挽
回
さ
せ
る

力
の
中
心
と
な

っ
た
の
が
侃
文
俊
の
活
動
で
あ

っ
た
。
彼
は
至
正
十
五
年
五
月
、

汚
陽
を
攻
陥
さ
せ
た
の
を
皮
切
り
に
、

七
月
に
は
武
昌
、
漢

陽
を
再
度
元
軍
よ
り
奪
い
返
し
、
翌
至
正
十
六
年
正
月
に
は
漢
陽
に
建
都
し
て
、
こ
こ
に
徐
蕎
輝
を
迎
え
た
。
侃
文
俊
が
徐
氏
集
圏
の
宰
相
と

な
っ
た
の
は
何
時
の
事
か
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
至

っ
て
彼
が
徐
氏
集
圏
内
の
最
強
の
権
力
者
と
な
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

所
で
彼
の
こ
う
し
た
活
動
を
支
え
た
の
は
強
力
な
水
軍
の
カ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
る
が
、
草
木
子
巻
三
、
克
謹
篇

開
院
盗
飢
文
俊
。
耽
積
子
。
緊
衆
従
属
見
。
悦
世
以
漁
業
居
責
州
貰
阪
。

其
生
之
タ
。

母
夢
有
白
虎
入
室
。
建
生
。
及
徐
(
義
輝
〉
俗
続
。



促
魚
偽
相
。
用
多
築
船
。
疾
如
風
。
霊
夜
粂
行
湖
江
。
出
人
不
意
。
故
多
克
捷
。
所
至
殺
害
。
揚
威
順
王
諸
子
。
妻
其
妃
子
。
:
:
・
:
:
荊
・

都
(
武
昌
勝
)
・
揮
・
岳
(
岳
陽
豚
〉
・
糞
・
斬
・
謹
(
湖
南
省
澄
蘇
)
・
六
(
安
徽
省
六
安
豚
)
・
常
徳
(
湖
南
省
常
徳
豚
)
・
賓
慶
(
部
陽
豚
)
・
江

(
江
西
省
九
江
蘇
)
・
度
(
積
懸
)
・
洪
(
南
昌
豚
)
・
士
ロ
(
士
ロ
安
豚
)
等
州
。
皆
篤
所
援
。
然
騎
怒
不
撫
其
下
。
後
寛
篤
其
下
所
殺
。
:
:
:
其
弟
侃

文
郁
同
範
。
後
封
長
沙
王
。
鎖
岳
州
。
及
笹
子
歌
。
文
郁
亦
見
殺
。

と
あ
り
、
彼
は
も
と
湖
北
の
責
州
責
阪
府
開
の
漁
夫
の
出
身
で
あ
っ
た
。
彼
は
長
江
、
洞
庭
湖
一
帯
の
水
域
を
活
動
の
場
と
す
る
水
賊
、
な
い
し

は
漁
師
集
圏
l
恐
ら
く
こ
の
雨
者
の
卒
時
に
お
け
る
生
活
態
様
は
明
白
に
は
区
別
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
ー
を
率
い
、
そ
の
頭
目
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
「
多
築
船
を
用
い
」
て
風
の
如
く
江
、
湖
を
疾
航
し
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い

よ
う
。
こ
の
「
多
築
船
」
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
武
備
志
巻
百
十
七
、
軍
資
乗
、
戦
船
二
に
「
八
築
船
」
と
い
う
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
八
柴
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
船
は
南
側
に
四
丁
づ
っ
の
櫓
、
合
計
八
丁
の
櫓
を
持
つ
一
種
の
快
速
船
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
本
文
に
は

「
八
時
出
船
は
、
但
だ
哨
探
之
用
に
供
す
可
し
。
賊
を
撃
つ
こ
と
能
わ
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
侃
文
俊
は
こ
の
よ
う
な
「
八
築
船
」
を
戦
闘
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用
と
し
て
改
良
し
た
快
速
の
「
多
築
船
」
圏
を
率
い
て
各
地
の
元
軍
を
打
破
り
、
徐
蕎
輝
集
圏
内
で
絶
大
な
権
力
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

と
解
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
侃
は
更
に
強
大
な
権
力
を
握
ろ
う
と
し
て
、
至
正
十
七
年
九
月
、
集
圏
の
主
、
書
輝
を
漢
陽
に
攻
撃
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
失
敗
し
、
責
州
に
走
っ
た
所
を
、
逆
に
部
下
の
賂
陳
友
諒
に
襲
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
侃
文
俊
の
活
動
か
ら
は
白
蓮
数
徒
的
行
動
を
看
取
す
る
こ
と
が
全
く
不
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
元
史
、

成
準
停
〈
巻
一
八
六
)
に
よ
れ
ば
、
至
正
十
六
年
、
彼
が
威
順
王
、
寛
徹
普
化
の
軍
を
漢
川
勝
に
打
破
り
、
そ
の
王
子
達
を
捕
虜
に
し
た
と
き
、
王

子
達
を
人
質
に
し
て
、
元
朝
に
「
湖
贋
行
省
卒
章
」
の
地
位
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
侃
の
行
動
に
は
反
健
制
と
い
う
面
か
ら
み
て
も
全
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く
一
貫
性
が
な
く
、
自
己
の
権
勢
の
披
張
の
み
を
狙
う
盗
賊
的
性
格
が
、
そ
こ
か
ら
は
強
く
浮
び
上
が
っ
て
く
る
。
自
己
の
集
圏
の
統
制
も
不

十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
草
木
子
の
記
事
も
、
そ
の
よ
う
な
盗
賊
集
圏
的
無
紀
律
性
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
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徐
誇
輝
集
園
を
構
成
し
た
勢
力
の
中
に
は
、
侃
の
よ
う
な
水
賊
的
存
在
と
は
別
個
に
、
地
方
の
土
豪
的
勢
力
の
存
在
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で

訴
C
司令。

一
例
と
し
て
李
明
道
を
あ
げ
る
。

(
李
)
明
道
盟
城
(
江
西
省
)
人
。
家
富
於
質
。
乗
乱
起
丘
(
。
附
徐
書
輝
。
後
附
陳
友
諒
。

彼
の
場
合
は
地
方
の
富
裕
な
土
豪
層
の
一
人
と
し
て
、
自
身
の
勢
力
の
保
持
の
震
に
徐
氏
集
固
に
加
わ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
徐
氏
集
園

(
明
寅
録
巻
十
四
、
甲
辰
二
月
笑
丑
)

と
元
軍
の
聞
に
激
し
い
攻
防
戦
が
展
開
さ
れ
た
江
西
で
は
、
何
れ
の
陣
営
に
も
属
さ
ず
に
濁
自
の
勢
力
を
保
持
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
な

こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
白
蓮
数
圏
と
し
て
の
徐
霧
輝
集
圏
は
、
数
回
勢
力
を
中
核
と
し
な
が
ら
も
、
内
部
的
に
は
俊
文
俊
集
圏

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
盗
賊
的
集
圏
、
あ
る
い
は
李
明
道
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
土
豪
的
勢
力
が
、
様
々
な
強
弱
の
程
度
を
持
っ
て
結
合
し
合
つ

て
い
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
前
簡
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
蒲
勤
併
の
下
生
を
稽
え
、

「
不
殺
、

不
淫
」
と
い
う
紀
律
あ
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る
態
度
を
も
っ
て
行
動
し
た
項
普
略
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
集
圏
、
即
ち
名
前
に
「
普
」
字
を
冠
し
た
人
物
達
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
た
集
圏
の

活
動
が
、
最
も
活
設
に
展
開
さ
れ
た
の
が
、
江
西
と
安
徽
南
部
地
域
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
二
節
に
お
い
て
は
、
陳
友
諒
が
権
力
を
握
る
以
前
の
徐
霧
輝
集
圏
の
活
動
吠
況
、
及
び
集
闘
の
構
成
勢
力
等
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本

節
で
は
、
陳
友
訴
が
ど
の
様
な
形
で
徐
氏
集
園
を
掌
握
し

「大
漠
」
闘
を
建
て
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
大
漢
園
の
構
成
に
は
如
何
な
る
問

題
が
あ
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

至
正
十
七
年
(
一
三
五
七
)
九
月
、

倒
文
俊
を
倒
し
た
陳
友
諒
は
侃
の
部
衆
を
併
呑
し
、

自
ら
「
卒
章
」
を
稿
え
て
自
立
す
る
に
至
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
後
の
彼
の
勢
力
の
伸
張
は
著
し
く
、
湖
北
、
湖
南
を
押
え
、
江
西
諸
郡
を
攻
破
し
、
一
幅
建
省
境
郷
を
も
侵
す
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。



③
 

所
で
陳
友
諒
が
河
陽
玉
沙
鯨
の
漁
夫
の
出
身
で
あ
り
、
若
い
頃
は
鯨
の
小
吏
と
な
っ
て
い
た
が
、
性
に
合
わ
ず
、
徐
書
輝
の
起
凱
と
と
も
に

そ
れ
に
投
じ
、
そ
の
持
侃
文
俊
の
書
記
役
と
な
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
事
買
で
あ
る
。
彼
が
侃
文
俊
の
部
下
と
な
っ
た
の
は
、
恐
ら
く

彼
も
侃
と
同
じ
く
漁
夫
の
出
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
侃
の
下
で
水
軍
を
率
い
頭
角
を
現
わ
す
に
至
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
侃
の
勢
力
、
即
ち
そ
の
水
箪
を
併
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
陳
友
諒
は
徐
氏
集
圏
に
お
け
る
最
強
の
勢
力
に
の
し
上
っ
て
行

⑨
 

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
朱
元
態
と
の
載
に
お
い
て
も
、
陳
友
諒
の
主
力
は
強
力
な
水
軍
で
あ
っ
た
。
陳
友
諒
の
勢
力
の
基
礎
は
こ
の
水

軍
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
侃
を
倒
し
て
自
立
的
勢
力
と
な
っ
た
陳
友
諒
は
、
翌
至
正
十
八
年
正
月
、
部
下
の
絡
、
趨
普
勝
、
祝
宗
等
を
率
い
て
安
慶
〈
安
徽
省

⑬
 

懐
窓
T

間
開
〉
を
陥
れ
、
さ
ら
に
池
州
(
貴
池
豚
)
を
も
破
っ
た
。
ま
た
康
泰
、
趨
謀
、
郵
克
明
等
を
分
遣
し
て
部
武
(
福
建
省
〉
、
吉
安
等
の
地
を
攻

⑪

⑫
 

め
取
り
、
九
月
に
は
辛
文
才
を
遣
し
て
教
州
を
攻
陥
さ
せ
た
。
一
方
、
別
絡
を
涙
し
て
裏
陽
を
も
攻
取
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
至
正
十
九
年
十

二
月
、
江
州
〈
江
西
省
九
江
豚
)
に
移
っ
て
来
た
徐
蕎
輝
の
兵
力
を
潰
し
て
孤
立
さ
せ
、
陳
自
ら
江
州
を
都
と
し
て
「
漢
王
」
を
稽
与
え
る
に
至
っ

た
。
さ
ら
に
翌
至
正
二
十
年
(
一
三
六
O
〉
閏
五
月
、
朱
元
湾
軍
の
守
る
太
卒
円
安
徽
省
嘗
塗
豚
)
を
攻
撃
す
る
問
、
采
石
磯
に
お
い
て
「
天
完

⑬
 

園
」
主
徐
蕎
輝
を
殺
害
し
、
自
ら
「
大
漢
園
」
皇
帝
を
稽
え
た
の
で
あ
る
。
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あ
ろ
う
か
。

以
上
が
陳
友
諒
が
「
大
漢
園
」
を
建
園
す
る
に
至
っ
た
経
緯
で
あ
る
が
、
で
は
こ
の
漢
園
は
ど
の
様
な
形
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で

明
寅
録
巻
八
、
庚
子
ハ
至
正
二
十
年
)
閏
五
月
戊
午
の
僚
に
、
陳
友
諒
が
欝
輝
を
殺
し
、

園
競
を
漢
と
定
め
、

大
義
と
改
元
し
た

こ
と
を
述
べ
た
後
に
、

以
郷
普
勝
魚
太
師
。
張
必
先
震
丞
相
。
張
定
漫
篤
太
尉
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
都
普
勝
、
張
必
先
、
張
定
漫
の
三
人
が
陳
友
諒
の
漢
園
を
支
え
る
最
も
橿
要
な
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
徐
霧
輝
を
殺
害
し
た
陳
友
諒
は
、
徐
氏
集
圏
の
勢
力
を
如
何
な
る
形
で
引
縫
い
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

別
な
言
い
方
を
す
る
な
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ら
、
漢
園
の
中
植
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
上
記
の
三
人
は
、
徐
氏
集
固
に
あ
っ
て
は
如
何
な
る
勢
力
を
代
表
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



108 

都
普
勝
が
徐
氏
集
固
に
お
け
る
起
兵
嘗
初
よ
り
の
有
力
な
白
蓮
数
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
第

一
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は

彼
を
漢
園
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陳
友
諒
は
徐
氏
集
園
の
白
蓮
数
徒
勢
力
を
漢
園
の
中
に
取
、
込
も
う
と
し
た
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

で
は
他
の
二
人
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
草
木
子
巻
三
、
克
謹
篇
に
衣
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

其
後
天
下
鹿
慮
盗
起
。
快
西
有
金
花
娘
子
。
江
西
有
欧
道
人
。
山
東
有
田
豊
。
嚢
陽
有
葬
張
。
岳
州
有
滋
張
。
安
慶
有
壁
万
趨
。
四
川
有
畏

眼
子
。
各
議
州
郡
。
此
其
大
者
。

こ
れ
が
何
時
頃
の
事
情
を
述
べ
た
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
陳
友
諒
が
自
立
す
る
前
後
の
頃
の
情
況
と
考
え
て
お
き
た

い
。
所
で
こ
の
記
事
で
は
、
長
江
中
流
域
の
有
力
勢
力
と
し
て
江
西
の
駄
道
人
、
即
ち
欧
普
群
、
岳
州
の
滋
張
、
安
慶
の
墜
万
越
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
言
う

「滋
張
」
は
張
必
先
の
こ
と
で
、

「時
間
勇
善
戦
」
を
も
っ
て
聞
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
漢
園
の
滅
ぶ
ま
で
岳
州
を
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守
り
、
陳
友
諒
に
最
も
忠
貨
な
人
物
で
あ
っ
た
。
張
定
濯
に
つ
い
て
は
具
鐙
的
な
こ
と
は
全
く
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
陳
友
諒
亡
き
後
も
、
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子
の
陳
理
を
も
り
立
て
て
、
最
後
ま
で
朱
元
蕗
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
貼
か
ら
考
え
て
、
友
諒
の
最
も
忠
貫
な
部
時
間
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。

所
で
、

郷
普
勝
を
太
師
と
し
た
陳
友
諒
は
、
そ
れ
な
ら
ば
残
さ
れ
た
白
蓮
数
徒
の
勢
力
を
自
己
の
支
配
下
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
上
に
あ
げ
た
安
慶
の
「
墾
万
趨
」
と
陳
と
の
関
係
を
考
え
た
い
。
塑
万
越
と
い
う
の
は
越
普
勝
の
こ
と
で
あ
る
が
、

彼
に
つ
い
て
は
明
貫
録
巻
五
、

丁
酉
(
至
正
十
七
年
)
五
月
丙
申
の
僚
に

越
普
勝
者
。
本
巣
湖
水
軍
元
帥
。
初
興
合
逼
海
等
皆
来
降
。
中
道
叛
去
。
降
於
寄
輝
。

魚
人
騎
勇
。
善
用
控
万
。
人
蹴
魚
隻
刀
越
云
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
も
と
集
湖
の
水
軍
の
有
力
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
彼
も
巣
湖
を
生
活
の
場
と
す
る
漁
夫
の
出
身
で
あ
る
と
見
な

す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
も
園
初
群
雄
事
略
に
引
か
れ
た
食
本
の
記
事
銀
に
よ
れ
ば
、

至
正
十
二
年
。
壁
万
越
援
含
山
(安
徽
省
)
。
緊
衆
結
水
案
。
稽
彰
租
家。
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
彰
組
」
と
は
、
彰
埜
玉
が
「
彰
組
師
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
判
断
し
て
彰
埜
玉
に
違
い
な
い
と

思
わ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
趨
普
勝
は
、
そ
の
名
に
普
字
の
附
い
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
彰
壁
玉
直
系
の
白
蓮
数
徒
の
一
人
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
り
、
彼
が
徐
蕎
輝
に
従
っ
た
の
も
極
く
首
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
安
慶
を
援
黙
と
し
て
活
動
し
、
徐
氏
集

圏
の
勢
力
を
長
江
下
流
域
へ
機
大
す
る
上
で
大
き
な
働
き
を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
陳
友
諒
が
侃
文
俊
を
倒
し
、
徐
氏
集
圏
内
で
絶
射
的
な
力
を
握
り
、
江
西
、
安
徽
方
面
へ
の
攻
略
に
乗
り
出
し
た
頃
か
ら
、
趨
普
勝

は
陳
友
諒
の
部
将
と
し
て
行
動
し
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
至
正
十
八
年
正
月
に
は
陳
友
諒
軍
と
連
合
し
て
元
軍
よ
り
安
慶
を
奪
取
し
、

諒
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
石
壊
〈
安
徽
省
)
、
太
卒
を
攻
め
る
な
ど
、
朱
元
埠
軍
を
悩
ま
せ
た
。
し
か
し
翌
十
九
年
八
月
に
至
り
、
彼
は
計
略
に
は
ま
っ
て
陳
友

一
つ
に
は
越
普
勝
の
活
躍
を
嫌
っ
た
朱
元
障
が
、
陳
と
越
の
離
聞
を
計
り
、
そ
の
策
が
固
に
嘗
っ
て
、

陳
友
諒
が
趨
に
二
心
あ
る
を
疑
が
い
、
彼
を
殺
す
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
陳
と
越
と
の
聞
に
は
も
っ
と
基
本
的
な
劃
立
、
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
陳
友
諒
が
徐
氏
集
圏
に
お
い
て
自
身
の
勢
力
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
彼
に
針
抗
し
得
る
可
能
性
を
有
す
る
よ
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う
な
有
力
勢
力
を
そ
の
ま
ま
存
績
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
陳
友
諒
に
と
っ
て
は
、
趨
普
勝
の
勢
力
が
こ
れ
以
上
に

大
き
く
な
る
こ
と
に
大
き
な
危
険
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
趨
は
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
白
蓮
数
徒
と
し
て
、
嘗
初
か

ら
徐
蕎
輝
に
従
っ
た
部
絡
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
徐
の
勢
力
が
後
退
し
つ
つ
あ
る
と
き
、
陳
友
諒
が
越
普
勝
を
危
険
な
封
立
勢
力
と
意
識
す
る

こ
と
は
十
分
あ
り
得
た
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
陳
の
方
が
先
手
を
取
っ
て
、
こ
の
時
普
勝
を
殺
害
し
、
そ
の
勢
力
を
乗
取
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
趨
普
勝
の
勢
力
が
そ
の
ま
ま
す
ん
な
り
と
陳
の
支
配
下
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
後
越
の
配
下
の
趨
志
雄
が
朱
元
環
に
降

⑮
 

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
明
ら
か
だ
ろ
う
。

-
次
に
も
う
一
人
の
有
力
者
欧
普
鮮
と
陳
友
諒
と
の
閲
係
を
検
討
し
て
み
た
い
。
彼
は
欧
道
人
と
呼
ば
れ
、
起
兵
嘗
初
よ
り
徐
蕎
輝
に
従
っ
た

有
力
な
白
蓮
数
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
第
一
節
に
お
い
て
述
べ
た
。
ま
た
蒙
州
を
擦
貼
と
し
て
江
西
各
地
を
攻
略
し
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
書
輝
よ

109 

り
蓑
園
公
を
贈
ら
れ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。
こ
の
江
西
に
お
い
て
最
有
力
と
考
え
ら
れ
る
欧
普
鮮
は
、

し
か
し
な
が
ら
陳
友
諒
の
統
制
を
受
け
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る
こ
と
を
宵
じ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
賞
録
径
十
五
、
甲
辰
(
至
正
二
十
四
年
〉
五
月
丁
巳
の
僚
の
駄
普
鮮
の
俸
に
よ
れ
ば

庚
子
歳
(
至
正
二
十
年
)
。
陳
友
諒
棋
毒
輝
。
徴
兵
於
普
群
。
普
鮮
不
聴
其
節
制
。

と
あ
り
、
陳
友
諒
が
蕗
輝
を
殺
害
し
た
時
、
欧
普
鮮
よ
り
丘
ハ
を
徴
設
し
よ
う
と
し
た
が
、
「
そ
の
節
制
を
聴
か
」
な
か
っ
た
。
そ
し
て
朱
元
磁
の

勢
力
が
江
西
に
準
攻
す
る
や
、

こ
の
年
九
月
、

そ
の
子
文
康
を
朱
元
環
の
下
に
遣
わ
し
て
納
款
鯖
附
し
、
元
請
よ
り
蓑
園
公
に
封
じ
ら
れ
て
、

そ
の
ま
ま
亥
州
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
は
一
時
的
に
も
陳
友
諒
に
劃
し
て
協
力
的
態
度
を
取
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

@
 

丁
普
郎
な
る
人
物
も
、
後
朱
元
環
に
降
り
、
都
陽
湖
に
お
け
る
陳
軍
と
朱
軍
と
の
戦
闘
で

ま
た
起
兵
嘗
初
か
ら
の
徐
誇
輝
の
部
将
の
一
人
、

は
、
朱
軍
の
絡
と
し
て
戦
死
を
と
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
江
西
、
安
徽
南
部
地
域
の
白
蓮
数
勢
力
は
、
陳
友
諒
の
統
制
下
に
十
分
組
み
込
ま
れ
な
か
っ
た
、
否
、
む

し
ろ
離
反
傾
向
を
強
め
た
と
い

っ
て
支
障
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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更
に
ま
た
白
蓮
数
徒
で
な
い
勢
力
も
彼
か
ら
離
反
、
な
い
し
濁
立
す
る
傾
向
を
強
め
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
寅
で
あ
っ
た
。
嘗
初
よ

@
 

り
陳
友
諒
に
仕
え
、
後
彼
の
江
西
行
省
丞
相
と
な
っ
た
胡
廷
瑞
が
そ
の

一
人
で
あ
る
。
彼
は
一向
陽
の
出
身
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
陳
友
諒
の
同

郷
者
と
し
て
彼
に
従
っ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
、
江
西
行
省
丞
相
と
し
て
重
用
さ
れ
、

江
西
の
要
衝
、

南
畠
(
飽
輿
)
を
守

っ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
至
正
二
十
一
年
八
月
、

朱
元
疎
が
江
州
(
九
江
)
を
攻
陥
さ
せ
、

友
諒
を
武
昌
へ
逐
う
と

そ
の
年
十
二
月
、
胡
廷
瑞
は
自
ら
使

者
を
波
し
て
款
を
通
じ
、
翌
年
正
月
に
は
卒
章
統
宗
等
と
と
も
に
南
昌
を
以

っ
て
元
瀦
に
降

っ
た
の
で
あ
る
。
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友
諒
の
統
制
か
ら
自
立
し
た
も
う
一
人
の
有
力
者
は
熊
天
瑞
で
あ
る
。

彼
は
初
め
徐
蕎
輝
に
従
っ
て
い
た
が

後
陳
友
諒
の
命
を
受
け
士
口

安
、
積
州
等
江
西
の
南
部
各
地
を
攻
略
し
、
輸
州
を
根
操
に
し
て
自
立
的
勢
力
と
な

っ
た
。
彼
は
自
ら
「
金
紫
光
旅
大
夫
、
司
徒
、
卒
章
軍
園

重
事
」
と
稿
え
、
友
諒
の
節
制
を
受
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
彼
は
そ
の
後
数
年
、
教
州
を
中
心
に
江
西
、
贋
東
省
境
地
帯
で
自
立
的
勢
力
と

し
て
活
動
し
た
が
、
後
朱
元
識
に
降
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
来
る
な
ら
ば
、
江
西
と
安
徽
南
部
地
域
の
有
力
者
の
殆
ん
ど
が
陳
友
諒
の
支
配
下
に
十
分
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か

っ
た



と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
殊
に
白
蓮
数
徒
勢
力
は
陳
友
諒
に
潰
さ
れ
た
り
、
離
反
す
る
傾
向
を
強
く
持
っ
た
た
め
、
友
諒
は
都
普
勝

を
漢
園
の
指
導
者
に
据
え
た
も
の
の
、
教
徒
勢
力
を
殆
ん
ど
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
郷
普
勝
の
働
き
は
、

漢
固
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
現
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
白
蓮
数
徒
勢
力
の
活
動
の
最
も
激
し
か
っ

た
と
考
九
ら
れ
る
江
西
、
‘
安
徽
南
部
地
域
で
は
、
陳
友
諒
の
支
配
力
は
十
分
浸
透
せ
ず
、

ー不
安
定
な
ま
ま
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
写の
で
あ
る
。
そ
の
弱
貼
を
朱
元
建
軍
に
衝
か
れ
、
江
西
地
域
に
お
け
る
主
導
力
を
奪
わ
れ
た
結
果
が
、
至
正
二
十
三
年
八
月

の
都
陽
湖
に
お
け
る
決
定
的
敗
北
と
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

そ
れ
で
は
最
後
ま
で
漢
園
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
た
の
は
如
何
な
る
勢
力
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
そ
の
貼
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

唱

A

し、。
陳
友
諒
を
支
え
た
力
を
人
的
な
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
、

漢
園
成
立
に
嘗
っ
て
、
陳
友
諒
が
丞
相
と
し
た
張
必
先
と
太
尉
の
張
定
迭
を
ま
ず
上

げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
二
人
は
郵
陽
湖
に
お
け
る
朱
軍
と
の
戦
い
で
も
大
活
躍
を
し
た
し
、
友
諒
亡
き
後
も
子
の
陳
理
を
盛
り

立
て
て
漢
園
の
存
績
を
計
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。

こ
の
外
に
、
漢
圏
に
お
い
て
は
も
う
一
つ
の
人
脈
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
陳
友
諒
自
身
の
兄
弟
や
姻
戚
関
係
の
人
物
で
あ
る
。
明
史
の
陳
友
諒

俸
ハ
巻
一
二
三
〉
等
に
よ
れ
ば
、
彼
に
は
友
富
、
友
直
と
い
う
二
人
の
兄
、
友
仁
、
友
貴
と
い
う
二
人
の
弟
が
あ
っ
た
。

こ
の
中
、
二
人
の
兄

が
ど
の
様
に
友
諒
に
協
力
し
た
か
は
不
明
な
の
だ
が
、
二
人
の
弟
は
良
き
協
力
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
特
に
友
仁
は
「
五
王
L

と
呼
ば
れ
、
智

@
 

略
が
あ
り
、
善
戦
を
以
っ
て
有
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
陳
普
略
な
る
人
物
は
友
諒
の
叔
父
に
嘗
る
ら
し
い
が
、
彼
も
漢
園
の
卒
章
と
し
て
友
諒
の
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協
力
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
友
仁
、
友
貴
、
普
略
の
三
人
は
共
に
都
陽
湖
の
戦
い
で
戦
死
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

更
に
友
諒
の
兄
弟
で
も
う
一
人
重
要
な
人
物
は
、
兄
の
陳
友
才
な
る
人
物
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
人
物
は
明
史
の
停
等
に
は
名
が
上
が
っ
て
い
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な
い
の
で
あ
る
が
、
明
貫
録
巻
十
四
、
甲
辰
(
至
正
二
十
四
年
)
二
月
美
丑
の
僚
に
、
陳
理
が
張
定
透
等
を
率
い
て
、
武
昌
に
お
い
て
朱
元
環
に

降
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、

故
陳
友
諒
兄
友
才
降
。
友
才
所
謂
二
王
者
是
也
。
始
以
友
諒
命
輿
左
丞
王
忠
信
守
揮
州
(
長
沙
燃)。

@
 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
友
才
な
る
兄
が
い
た
こ
と
は
事
買
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
第
一

一節
に
引
い
た
嘉
靖
長
沙
府
志
巻
一
、
沿
革
の
僚
に
も
、

偽
漢
賂
陳
友
才
媛
揮
州
。

と
あ
り
、
こ
の
後
文
に
は
、

明
太
租
以
甲
辰
三
月
。
伐
漢
陳
理
降
。
陳
友
才
以
長
沙
。
盆
陽
案
長
王
忠
信
以
善
化
。
資
寧
以
湖
陽
。
易
華
以
醒
陵
。
王
崇
徳
以
依
。
語
世

道
以
茶
陵
。
劉
玉
以
湘
揮
。
臭
仁
崇
以
湘
陰
。
賀
興
隆
以
安
化
。
李
鮮
以
寧
郷
。
威
来
蹄
附
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
陳
友
才
の
存
在
は
俄
に
は
否
定
し
難
い
。
そ
し
て
彼
は
陳
友
諒
の
二
王
と
し
て
、
湖
南
の
要
衝
長
沙
を
漢
園
の
最
後
ま
で
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守
っ
て
お
り
、
朱
元
湾
軍
に
抵
抗
す
る
姿
勢
を
も
示
し
て
い
た
。

湖
南
に
お
け
る
も
う
一
人
の
有
力
者
は
前
節
で
述
べ
た
滋
張
、
即
ち
張
必
先
で
あ
る
。
彼
は
岳
州
を
擦
黙
に
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し

た
が
、
康
照
華
容
鯨
志
巻
一
、
山
水
の
僚
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
興
味
あ
る
記
事
が
見
出
さ
れ
る
。

有
滋
張
城
。
〈
陳
氏
参
政
張
雄
所
築
。
:
:
:
張
始
従
侃
文
俊
。
後
策
陳
氏
守
岳
州
〉
偽
漢
之
所
儲
粟
地
也
。
〈
〉

内
は
割
注
。

こ
こ
に
言
う
張
雄
は
明
ら
か
に
張
必
先
の
関
連
い
で
、
岳
州
所
属
下
の
華
容
照
に
は
「
濫
張
城
」
と
呼
ば
れ
た
城
が
あ
り
、
し
か
も
漢
園
の
儲

粟
の
地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
前
引
の
嘉
靖
長
沙
府
志
の
記
事
と
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
張
必
先
の
守
る
岳
州
と
、
陳
友
才
の
守
る
長
沙

を
中
心
に
し
て
、
湖
南
の
主
要
地
域
は
確
寅
に
陳
友
諒
の
支
配
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
明
貫
録
巻
十
五
、
甲
辰

(至
正
二
十
四
年
)
八
月
乙
未
の
僚
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
漢
園
が
滅
ん
だ
直
後
、
朱
元
涼
が
徐
達
に
湖
南
各
地
を
按
行
す
る

ょ
う
命
じ
た
こ
と
を
記
し
た
文
で
あ
る
が
、

上
諒
(
徐
)
達
目
。
今
武
昌
既
卒
。
湖
南
列
郡
。
相
経
款
附
。
然
其
開
多
陳
氏
部
曲
。
翻
墓
自
疑
。
亦
有
山
案
遺
華
。
湿
侍
険
担
。
褒
衆
挟



民
。
今
命
爾
按
行
其
地
。
嘗
撫
韓
招
棟
。
僻
各
安
生
業
。
或
有
博
険
魚
盗
者
。
即
以
兵
除
之
。
母
遺
民
患
也
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
漢
圏
が
滅
ん
だ
後
も
、
湖
南
地
域
で
は
、
な
お
山
菜
等
の
険
に
援
っ
て
、
朱
元
建
支
配
に
抵
抗
し
よ
う
と
す
る
陳
友
諒

の
残
存
勢
力
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
を
朱
元
建
自
身
が
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
湖
南
は
陳
友
諒
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
地
盤
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

湖
南
と
並
ん
で
湖
北
も
陳
の
重
要
な
地
盤
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
汚
陽
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
嘗
然
で
あ
っ
た
。
陳
の
卒

@
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章
萎
廷
な
る
人
物
は
江
陵
(
湖
北
省
〉
を
守
っ
て
い
た
し
、
楊
以
徳
な
る
人
物
は
夷
陵
(
動
陵
〉
を
守
り
、
楊
輿
な
る
人
物
は
鯖
州
(
紡
鋳
豚
〉

@
 

を
守
っ
て
い
た
。
ま
た
汚
陽
を
中
心
に
、
安
陸
、
裏
陽
地
域
も
陳
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
。
明
賓
録
巻
十
六
、
乙
巳
(
至
正
二
十
五
年
)
四
月

庚
寅
の
僚
に
よ
れ
ば

命
卒
章
常
遇
春
。
取
湖
贋
裏
陽
諸
郡
。
上
常
輿
徐
達
、
遇
春
論
裏
陽
形
勢
。
謂
目
。
安
陸
、
裏
陽
跨
連
荊
窃
。
乃
南
北
之
喉
襟
。
英
雄
所
必

争
之
地
。
今
置
不
取
。
絡
胎
後
憂
。
況
河
陽
新
附
。
城
中
人
民
多
陳
氏
奮
卒
。
接
地
相
郷
。
易
子
扇
動
。
嘗
人
樹
木
。
安
陸
、
裏
陽
震
校
。

河
陽
局
幹
。
幹
若
有
損
。
枝
葉
亦
何
有
鷲
。
今
宜
増
兵
守
汚
陽
。
而
出
師
取
安
陸
、
表
腸
。
庶
幾
不
失
其
宜
。
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と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
汚
陽
は
矢
張
り
陳
氏
の
出
身
地
と
し
て
、
湖
北
支
配
の
援
軸
'の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
以
上
の
よ
う

に
見
て
く
る
な
ら
ば
湖
南
、
湖
北
地
域
が
漢
園
の
基
本
的
地
盤
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
う
。

そ
れ
で
は
こ
の
地
域
を
地
盤
と
し
た
漢
園
支
配
に
は
如
何
な
る
問
題
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
陳
友

諒
と
白
蓮
数
徒
勢
力
と
の
関
係
で
あ
る
。
今
ま
で
見
て
き
た
所
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
護
園
の
有
力
支
配
者
、
或
い
は
各
地
の
支
配
者
の
中

に
は
殆
ん
ど
白
蓮
数
徒
的
色
彩
を
持
っ
た
人
物
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
二
王
の
陳
友
才
然
り
、
五
王
の
陳
友
仁
然
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
陳

友
仁
や
張
必
先
は
善
戦
を
以
っ
て
有
名
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
等
は
武
装
集
圏
な
い
し
は
盗
賊
集
圏
の
指
導
者
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
む
し
ろ
白
蓮
数
徒
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
は
、
陳
友
諒
の
父
の
陳
普
才
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
叔
父
に
嘗
る
ら
し
い

陳
普
略
の
二
人
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
、
名
に
普
字
の
附
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
白
蓮
数
徒
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
陳
友
諒

3.13 
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は
じ
め
他
の
兄
弟
達
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
貫
際
の
行
動
の
面
で
は
、
彼
等
に
白
蓮
数
徒
的
色
彩
を
看
取
す
る

@
 

こ
と
は
全
く
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
江
西
の
白
蓮
教
徒
勢
力
は
、
陳
友
諒
か
ら
離
反
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た

黙
か
ら
考
え
て
も
、
陳
友
諒
と
彼
の
集
閣
は
白
蓮
数
勢
力
と
は
無
関
係
の
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
少
く
と
も
湖
北
が
徐

害問
輝
集
圏
の
活
動
の
中
心
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
陳
友
諒
が
徐
氏
集
圏
の
白
蓮
教
徒
勢
力
を
そ
の
支
配
下
に
組
入
れ
る
こ

と
が
出
来
な
か

っ
た
こ
と
は
、
漢
闘
の
支
配
基
盤
に
一
つ
の
弱
貼
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
漢
園
が
長
江
中
流

域
に
慶
大
な
支
配
範
圏
を
持
ち
な
が
ら
、
江
西
、
安
徽
南
部
地
域
に
は
そ
の
支
配
権
を
確
立
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

ま
た
湖
北
に
お
い
て
も
支

配
基
盤
に
弱
貼
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
漢
園
の
支
配
の
基
礎
に
は
脆
弱
な
黙
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
漢
閣
の
領
域
支
配
の
脆
弱
性
に
は
、

よ
り
基
本
的
な
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
漢
園
の
支
配
組
織
が
陳
友
諒
と
各
有

力
者
と
の
個
人
的
な
結
び
附
き
を
基
礎
と
し
て
成
立
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
岳
州
を
守
っ
た
張
必
先
に
し
て

も
、
長
沙
の
陳
友
才
に
し
て
も
、
彼
等
は
そ
の
地
を
擦
貼
と
し
た
自
立
的
勢
力
で
あ
っ
た
。
湖
南
、
湖
北
各
地
を
守
っ
た
他
の
有
力
者
に
し
て

も
、
そ
の
地
域
を
支
配
す
る
自
立
的
勢
力
と
し
て
先
ず
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
陳
友
諒
は
彼
等
と
個
人
的
な
あ
る
種
の
臣
従
関
係
を
結
ぶ
こ
と
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漠
園
に
明
確
な
官
僚
鏡
系
を
見
出
し
得
な
い
の
は
そ
の
魚
で
は
な
か
ろ
う

か
。
漢
園
に
は
確
か
に
丞
相
、
太
尉
、
卒
章
、
参
政
と
い
っ
た
官
職
は
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
何
ら
か
の
組
織
的
鐙
系
の
下
に
各
人
に
興
え

に
よ
っ
て
自
身
の
支
配
範
囲
を
機
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
陳
友
諒
個
人
と
の
結
合
の
度
合
い
の
強
弱
に
よ

っ
て、

そ
れ
ら
の
官
位
が
個
別
に
輿
え
ら
れ
た
感
が
強
く
、
組

織
的
な
官
僚
韓
制
を
目
指
し
た
も
の
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。
江
西
行
省
丞
相
と
い
う
官
職
も
胡
廷
瑞
に
興
え
ら
れ
た
だ
け
で
、
他
の
地
域

に
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
彼
が
朱
元
障
に
降
っ
た
時
、

彼
は
陳
友
諒
が
授
け
た
丞
相
以
下
の
官
、

宣
の
印
、
及
び
軍
民
・
糧
儲
の

数
を
献
じ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
胡
廷
瑞
は
少
く
と
も
南
昌
を
中
心
に
し
た
地
域
に
お
レ
て
、
何
ら
か
の
方
法
を
も

っ
て
「
軍
民
、
糧
儲
の
数
」
を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
陳
友
諒
が
そ
れ
ら
各
地
域
の
軍
民
、
糧
儲
の
数
を
集
権
的
に
把
握
し

ょ
う
と
試
た
形
跡
は
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
岳
州
管
下
の
華
容
豚
が
、
漢
園
の
儲
粟
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
長
沙
の
湘
郷
眠
怖
を
守
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っ
た
易
華
な
る
人
物
が
、
陳
友
諒
の
震
に
十
寓
八
千
飴
石
の
糧
米
を
迭
っ
て
い
た
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
各
地
の
有
力
者
が
何
ら
か

の
方
法
で
兵
員
や
糧
米
の
徴
護
手
段
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
窺
え
る
。
し
か
し
陳
友
諒
は
そ
う
し
た
各
地
域
の
個
別
的
支
配
の
腫
制
を
中

央
集
権
的
な
桂
制
に
組
織
化
す
る
努
力
を
貫
行
し
な
か
っ
た
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

の
控
制
を
模
し
た
如
き
〉
の
上
に
、
漢
園
の
支
配
佳
制
が
成
立
し
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

域
支
配
の
方
法
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
漢
園
の
支
配
値
制
の
弱
黙
は
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
朱
元
建
は
至
正
十
六
年
二
月
、
南
京

を
攻
略
す
る
や
、
ま
も
な
く
江
南
行
中
書
省
を
設
置
、
ほ
ぼ
同
時
に
江
南
行
枢
密
院
、
提
刑
按
察
司
を
置
い
て
江
南
支
配
に
乗
り
出
し
た
の
で

あ
る
種
の
封
建
的
な
分
権
鐙
制
(
元
朝
の
中
書
省
と
行
省
と

こ
れ
を
朱
元
産
の
領

あ
っ
た
が
、
朱
元
埠
の
占
領
地
支
配
に
特
徴
的
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
文
官
官
僚
の
重
用
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
鐙
別
に
稿
を
改
め
て
論
じ

な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
今
そ
の
一
例
と
し
て
委
州
(
金
華
府
)
の
場
合
を
上
げ
た
い
。

朱
元
障
は
こ
こ
に
江
南
分
省
を
置
き
、
宿
将
の
胡
大
海
を
参
知
政
事
に
任
じ
て
地
方
支
配
に
嘗
ら
せ
た
。
し
か
し
民
政
の
質
際
を
鎗
雷
し
た
の

委
州
、

即
ち
金
華
府
は
新
東
の
要
衝
と
い
う
の
で
、

は
郎
中
の
王
憧
で
あ
っ
た
。
明
貫
録
の
彼
の
俸
(
各
十
、
壬
寅
二
月
葵
朱
〉
に
よ
れ
ば
、

「
民
賦
、
軍
器
は
威
(
王
)
慢
に
属
さ
せ
た
」
と
述
べ
ら
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れ
て
お
り
、
軍
事
行
動
の
指
揮
権
は
胡
大
海
が
持
っ
て
い
た
が
、
軍
器
の
調
達
や
賦
税
の
徴
集
等
地
方
支
配
の
基
礎
的
事
業
に
は
文
官
の
王
慢

が
嘗
っ
た
。
慮
州
(
掘削
江
省
麗
水
懸
)
の
場
合
も
歌
再
成
が
軍
事
指
揮
権
を
握
り
、
都
事
孫
炎
が
軍
政
、
民
政
の
貫
務
を
捨
賞
し
た
。

「
凡
そ
銭

@
 

穀
・
兵
馬
の
事
は
悉
く
之
を
委
ね
た
」
と
貫
録
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
南
昌
の
場
合
も
郵
愈
が
守
賂
で
あ
り
、
知
府
葉
深
が
こ
れ
を
補
佐
し

@
 

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
朱
元
議
は
占
領
し
た
各
地
域
の
要
衝
に
は
必
ら
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
儒
士
出
身
の
文
官
を
涯
遁
し
、

軍
官
に
よ

る
軍
事
的
支
配
の
み
な
ら
ず
、
文
官
官
僚
を
遁
じ
て
の
地
方
の
土
地
、

人
民
の
把
握
を
買
行
さ
せ
て
い
る
。
元
末
の
こ
の
時
期
は
、
群
雄
抗
争

の
時
期
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
軍
事
的
支
配
力
が
重
視
さ
れ
た
の
は
嘗
然
で
あ
っ
た
が
、
朱
元
環
は
そ
れ
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
地
方
の
支
配
に
は

文
官
官
僚
を
波
遣
し
、
彼
等
を
通
じ
て
領
域
支
配
を
安
定
化
さ
せ
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
文
官
官
僚
を
通

じ
て
、
朱
元
建
は
自
己
の
領
域
支
配
を
中
央
集
権
的
に
組
織
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
陳
氏
の
漢
園
の
支
配
佳
制
、
即
ち
前
に
指
摘
し
た
よ
う
な
分
権
的
割
援
鐙
制
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
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な
か
っ
た
睦
制
で
は
、
朱
元
理
の
中
央
集
権
化
を
目
指
し
た
組
織
的
支
配
鰻
制
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
敵
劃
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
ろ

ぅ
。
そ
う
し
た
意
味
で
陳
氏
の
漢
園
に
は
基
本
的
脆
弱
性
が
存
在
し
、
朱
元
議
と
の
抗
争
に
破
れ
去
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

註①
徐
誇
輝
集
閣
の
活
動
に
関
す
る
従
来
の
研
究
の
主
要
な
も
の
に
は
、
奥

恰
『
朱
元
湾
出
陣
』

(
一
九
七
九
年
、
三
聯
書
庖
)
第
三
章
第
一
節
。
鈴
木

中
正

『
中
図
史
に
お
け
る
革
命
と
宗
教
』
(
一
九
七
四
年
、
東
大
出
版
曾
)

第
五
章
。
重
松
俊
章
「
宋
元
時
代
の
紅
巾
箪
と
元
末
の
菊
勤
・
白
蓮
数
陸

に
つ
い
て
(
中
)
」
(
『
史
淵
』
二
六
鋭
、
一
九
四
一
年
〉
等
が
あ
る
。

②
彰
笠
玉
に
つ
い
て
は
前
掲
重
松
氏
論
文
に
詳
論
さ
れ
て
お
り
、
奥
拾
の

前
掲
書
同
節
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

③
名
前
に
「
普
」
字
を
冠
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
中
正
氏

前
掲
書
第
五
章
三
節
に
指
摘
が
あ
る
。

④
明
貫
録
巻
八
、
庚
子
間
五
月
戊
午
の
文
で
は
項
北
田瑞
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
項
普
略
の
謀
り
で
あ
ろ
う
。

⑤

こ
の
黙
に
つ
い
て
は
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
の
だ
が
、
今
は
奥
恰

前
掲
書
八
九
頁
註
②
の
指
摘
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

⑤
高
暦
休
寧
豚
士
山
巻
て
輿
地
志
沿
革
の
年
表
、
康
照
徽
州
府
士
山
を
て

建
置
沿
革
表
等
参
照
。

⑦
元
史
巻
一
四
四
、
卜
顔
餓
木
克
俸
に
そ
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。

③
隙
友
諒
に
つ
い
て
は
明
貫
録
巻
十
三
、
笑
卯
八
月
壬
戊
の
僚
の
本
体
。

明
史
径
二
三
一
の
本
停
。
図
初
群
雄
事
略
毎
回
、
漢
隙
友
諒
。
名
山
蔵
巻

四
四
、
天
酸
記
上
等
参
照
。

@
陳
友
諒
が
強
力
な
水
軍
を
率
い
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
至
正
二
十
年

閏
五
月
、
太
卒
か
ら
南
京
を
攻
撃
し
た
際
に
率
い
た
軍
容
に
よ

っ
て
も
十

分
に
窺
え
よ
う
。
こ
の
時
、
陳
友
諒
の
率
い
た
全
軍
の
数
は
不
明
で
あ
る

が
、
弟
陳
友
仁
(
五
王
〉
が
率
い
た
船
だ
け
で
千
絵
隻
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
朱
元
競
側
に
捕
獲
さ
れ
た
「
混
江
龍
」
等
と
命
名
さ
れ
た

E
艦
が
百

徐
般
、
戦
綱
(
小
型
載
船
)
が
数
百
隻
と
さ
れ
て
い
る
。
(
明
貫
録
巻
八
、

庚
子
閏
五
月
庚
申
)

ま
た
南
昌
を
攻
撃
し
た
時
に
は
棲
船
舶
盟
百
般
、
兵
員
六
十
蔦
を
率
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。
(
明
史
陳
友
諒
簿
、
園
初
事
蹟
)

⑮

元
史
巻
一
四
三
、
余
闘
停
参
照
。

⑪
明
貫
録
径
八
、
庚
子
閏
五
月
戊
午
の
線
。

⑫
元
史
巻
一
九
五
、
忠
義
三
、
全
普
奄
撒
皇
陣
。

⑬
註
⑬
同
僚
。

⑬
明
貫
録
径
一
四
、
甲
辰
二
月
辛
亥
の
保
。

⑮
園
初
群
雄
事
略
巻
三
所
引
の
紀
事
録
参
照
。

⑮
明
貫
録
巻
八
、
庚
子
間
五
月
庚
申
の
線
。

⑫

丁
並
日
郎
に
つ
い
て
は
献
徴
録
を
六
の
停
参
照
。

⑬
胡
廷
瑞
に
つ
い
て
は
明
史
巻
一
一
一
九
、
胡
美
停
。
献
徴
鍛
巻
八
、
抽
用
意

侯
胡
美
停
等
参
照
。

⑮
熊
天
瑞
に
つ
い
て
は
明
寅
録
巻
二
ハ
、
乙
巳
正
月
己
巳
の
本
局
降
、
明
史

出官

三
三
万
俸
等
参
照
。
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@
陳
普
略
が
友
諒
の
叔
父
に
嘗
る
ら
し
い
こ
と
は
、
野
口
銭
郎
氏
の
一
九

七
八
年
度
に
お
け
る
東
洋
史
研
究
曾
大
禽
で
の
報
告
、
「
元
末
明
初
の
西

系
紅
巾
に
つ
い
て
」
の
史
料
に
錬
っ
た
。
明
寅
録
巻
十
二
、
笑
卯
七
月
美

酉
の
僚
を
も
参
照
。

@
糞
彰
健
氏
の
明
太
租
賓
録
校
勘
記
に
よ
れ
ば
、
明
史
陳
友
諒
停
、
卒
漠

録
等
に
は
友
才
な
る
者
の
名
が
無
い
と
し
て
、
そ
の
貧
在
に
疑
問
を
残
し

て
お
ら
れ
る
。

②
明
貧
録
巻
十
五
、
甲
辰
九
月
甲
申
の
係
。

@
明
貫
録
巻
十
五
、
甲
辰
九
月
乙
酉
の
係
。

⑧
明
寅
録
巻
十
五
、
甲
辰
九
月
の
係
。

②
筆
者
は
か
つ
て
隙
友
諒
が
白
蓮
数
徒
と
は
見
な
し
難
い
と
い
う
見
解
を

提
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
陳
友
諒
の
末
境
問
に
つ
い
て
」
(
『中
山
八
郎
教

授
頒
寄
記
念
明
清
史
論
叢
』
、
一
九
七
七
年
)
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⑧
康
照
長
沙
府
志
巻
一
五
、
義
文
所
収
の
湘
郷
知
豚
南
起
鳳
の
尋
問
務
墜

糧
詳
文
」
に
撮
る
。
こ
の
文
の
最
初
に

至
明
朝
関
園
初
。
因
易
華
助
陳
友
諒
米
十
蔦
八
千
斜
。
明
太
組
怒
之
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑫
明
貧
録
巻
十
、
壬
寅
二
月
丁
亥
の
係
。

③
明
貧
録
巻
十
て
壬
寅
二
月
美
亥
の
傑
。

併
記
拙
稿
を
東
洋
史
研
究
編
集
部
に
提
出
直
後
、
相
田
洋
氏
「
紅
巾
考
1

中

闘
に
於
け
る
民
間
武
袋
集
圏
の
俸
統
|
」
な
る
論
文
が
本
誌
三
八
各
四
放

に
掲
載
さ
れ
た
。
一
議
、
数
え
ら
れ
る
黙
が
多
く
、
拙
稿
と
関
係
す
る
部

分
も
多
い
が
、
原
稿
に
加
筆
す
る
徐
裕
も
な
い
の
で
、
論
黙
の
究
明
に
は

他
日
を
期
し
た
い
。
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who ゛ａｓthe main official of the prefecture ； and this text is the one we

are normally using today, the so-called“Ｃｈｅｎｇ-tｅ正徳-version " (Cheng-te

is ａ yearperiod of the Ming 明); it will here be called the Jung Jong ７

-version･

　

In the middle of the 18th century it was printed for the first

time using movable characters and because these characters are identical

with those cast for the printing of the Ｈ:ｙｏｎ　ＪｏｎｇＳｉｌｌｏｋ(顧宗賓録)，

it is called the Hyon Jong Sillok-character･version. Since then, in modern

times, there have been many editions published using movable characters,

but as for 01d publications, only these three are known｡

　　　

As for its circulation in the period, besides sometimes being mentioned

in forewords etc. of history books which used this book(Ｋｗ６ｎ Ｋｕｎ権

近'sＤｏｎｇｇｕlこＳａｒｙak東國史略), only ａ few records a「e left. Further

it is known that the Jung Jong 7-woodblock version was handed down

until after the Im Jin 壬辰-war｡

　　　

If we consider the Jung Jong 7-version which is the tｅχtnormally

used today, we see that it is ａ rather faithful reproduction of the version

at the beginning of the Yi-dynasty, and we can further say that it is near

the one of the Koryfi-period. And so, notwithstanding the fact that as ａ

text it is ａ new one, its form goes back to the Koryo-period, and it is,

as was believed up untill now, the best tｅχtavailable at present.

　　　　　

On the Ta-han 大漢state of Ch'en Yu-liang 陳友諒

　　　　　　　　　　　　　　

Taniguchi Kikuo

　　

It is ａ commonly known fact that Ch'en Yu-liang 陳友諒was ａ

powerful warlord at the end of the Yuan, and that he fought for hegemony

with Chu Yuan･chang朱元璋.　However, as for his activities,studies

so far are not going far outside the scope described in his biography in

the Ming History (Ｍｉｎｇ-ｓhih明史),and especially concerning the base

of his activitiesone can say that there are hardly any studies investigating

that. This article focuses at the same time on his activities and on

understanding the bases which supported them, and it has as its final

purpose to make clear the reasons　why Ch'en Yu-liang couldn't but be
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beaten by Chu Yuan-chang｡

　　

This article presents first the activities of the White Lotus-sect of

Hsii Shou-hui 徐壽輝, that is the so-called Hsii-group, of which Ch'en

Yu-liang himself was ａ member. In the activities of this group are

conspicuous those of ａ sub-group of people to whose name was attached

the character />'≪普, for instance Tsou P'u-sheng 鄭普勝and Hsiang

Fu-lueh項普略. This group is considered as being the original group of

White Lotus-sect adherents.　Outside this group was the one formed by

the combination of the “ water-bandits ” (ｓliｕi-tｓei水賊),armed groups

as for instance represented by Ni Wen-chiin傀文俊, and the groups of

local bullies, and this is considered the Hsii-group｡

　　

The one who usurped the “ water-army ” of Ni Wen-chiin, which

was the most powerful military force within this Hsii-group, was Ch'en

Yu-liang, and with this water-army as his base, and by overthrowing Hsu

Shou-hui, he founded the Han-state (Ｈａｎ-ｈｕｏ　Ｗ國)｡

　　

But Ch'en Yu-liang, who held power on the basis of military force,

i. e. the “ water-army ”，started to have a big disadvantage just because

of this. His murder of Hsu Shou-hui by force, along with the fact that

he probably wasn't considered to be ａ believer of the White Lotus･sect,

brought about the alienation of the White Lotus-sect forces, and he wasn't

able to incorporate these forces under the control of the Han-State. Fur-

thermore, the group that supported him consisted of his brothers and the

powerful persons in military groups such as Chang Pi-hsien 張必先; but

they ｅχisted as local independent centrifugal forces, and it was not possible

to create ａ strong centralized system around Ch'en Yu-liang. For this

reason, one can conclude that Ch'en Yu-liang's Ｈａｎ･statehad a fundamental

weakness compared with the government of Chu Yuan-chang, who era-

dually created a strong centralized system, liberally using scholar ｏ伍cials.
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